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１．第２回意見聴取の概要
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１．意見聴取の概要

○回収率向上に向けて、自治体や観光地等での道路利用者アンケートの常設やインタビュー調査を実施。
○山陰道アンケート調査ポータルサイトを作成し、WEBアンケート調査も実施。

■アンケート調査ポータルサイトの作成

■道の駅等でのインタビュー調査

■道路利用者アンケートの常設

ポスターを設置

アンケート
を設置

投函箱を設置

道の駅蛍街道西ノ市での設置状況

広報用のポスター

元乃隅神社での調査実施状況（令和4年2月11日（金）～13日（日））

ビデオ通話に
よる対話状況

新型コロナ感染症対策として、タブレットを用いたビデオ通話に
よるヒアリングを実施（全７箇所で実施）

タブレットの設置

Webアンケート
ページへのリンク

を設定

山陰西部国道事務所ＨＰ

二次元コード

アンケート調査ポータルサイト

ポスター・チラシ
等に二次元コード

を添付

ポータルサイト

Webアンケートの実施画面
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１．意見聴取の概要

○回収率向上に向けて、新聞折込広告の配布や広報紙への案内掲載、成人式でのアンケートの配布、ケーブル
テレビによる広報を行った。

■新聞折込（令和4年1月23日（日）朝刊に折込） ■長門市成人式でアンケート票を配布（令和4年1月3日(月)）■広報誌（広報ながと 令和4年1月号に同封）

■ケーブルテレビ
※下記期間で放送

•長門ＣＡＴＶ：令和4年１月１９日(水)～令和4年２月２８日(月)

•萩ＣＡＴＶ：令和4年１月２１日(金)～令和4年２月２８日(月)

周辺地域も対象とし
約23万枚を折込

新聞折込広告（表面） 長門市広報誌「知っちょこ」

広報用チラシ

約1万5千枚
を同封
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１．意見聴取の概要

■意見聴取（アンケート）内容

質問事項

○特に重視すべきと思われる項目

○アクセスすべき施設・拠点等

○その他の懸念事項や配慮事項



２．第２回意見聴取の結果

（回答者属性）
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２．第２回意見聴取の結果（回答者属性）
１）回収結果概要

7

○アンケート回答数は6,256人。うち住民が約８割を占め、企業及び道路利用者がそれぞれ約１割を占める。
○長門市内、萩市内の2市で全体の約９割を占める。県外の回答者は約２％となっている。
〇年代では60代以上が全体の約６割となっている。

※回答者数6,256人は住民アンケート、事業所アンケート、道路利用者アンケートの合計。回答者年代は事業所を除く。

アンケート回収状況 回答者住所 回答者年代

回答者数

6,256人

住民（県内）
4,717
76%

県内
6,105
98%

企業（県内）
509
8%

道路利用者（県内）
879
14%

県外
129
2%

県内外不明
22
0.4%

住民（県外）
4

0.1%

企業（県外）
68
1%

道路利用者（県外）
57
0.9%

県内外不明
22
0.4%



地域住民アンケート

※WEBアンケート含む

２．第２回意見聴取の結果（回答者属性）
２）対象者別の住所特性

○県外の回答率が高いのは、事業所アンケートの12％、次いで道路利用者アンケートの6％となっている。

8

全 体

道路利用者アンケート 企業アンケート WEBアンケート

※WEBアンケート含む ※WEBアンケート含む



２．第２回意見聴取の結果（回答者属性）
３）対象者別の年代割合

○地域住民アンケートは、60代以上の回答率が約６割を占めている。
○道路利用者とWEBアンケートは、 30代～50代の回答が多くなっている。

9

地域住民アンケート

WEBアンケート

全 体

道路利用者アンケート
※WEBアンケート含む

※WEBアンケート含む
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２．第２回意見聴取の結果（回答者属性）
４）対象者別の利用目的特性

○利用目的では、家事・買い物がもっとも多く、次いで通勤、観光・レジャーとなっている。

10

全 体 地域住民アンケート 道路利用者アンケート
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２．第２回意見聴取の結果（回答者属性）
５）対象者別の利用頻度特性

○利用頻度では、ほぼ毎日と週2～3回の利用者の回答で約4割を占めている。
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地域住民アンケート全 体

道路利用者アンケート 事業所アンケート

ほぼ毎

日

23%

週2～3

回

19%
月2～3

回

35%

ほとんど利用しない

21%

利用したことがない

1%
無回答

1%

回答数

4,741件

ほぼ毎

日

38%

週2～3

回

12%

月2～3

回

17%

ほとんど利用しない

25%

利用したことがない

7% 無回答

1%

回答数

578件

ほぼ毎

日

16%
週2～3

回

9%

月2～3

回

31%

ほとんど利用しない

41%

利用したことがない

3%

無回答

0%

回答数

937件
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〇60代までの回答が約6割となっており、沿線自治体の年齢構成と概ね同様の傾向である。
〇事業所の回答の半数以上が第3次産業からとなっており、沿線地域と概ね同様の傾向である。

12

【参考】沿線自治体の統計データ

・年齢 ・産業別事業所

N=73,782

回答者の年代（地域住民） 回答者の職業（事業所）

第２次
産業

第３次
産業

資料：H27年国勢調査 資料：H28経済センサス

N=4,916

２．第２回意見聴取の結果（回答者属性）
６）既存資料との比較

旧萩市
長門市



３．第２回意見聴取の結果

（重視すべき事項）
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３．第２回意見聴取の結果（重視すべき事項）
１）総括

2,440件

1,787件

2,577件

1,127件

1,622件

1,917件

1,438件

690件
575件

389件 355件

699件

162件
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重視すべき事項として
回答数が多い項目

※意見数（アンケート回答者数6,256人の内、質問１の回収者数5,722人／延べ合計意見数15,778件::1人あたり最大意見数3件の回答であるため5,722人と一致しない）

○「望ましい案を考える際に重視すべきと思われる項目（最大３項目）」に関して、 「③九州・下関方面から長門・萩への広域な観光
周遊性に優れること」が最も多く、次いで 「①九州・下関方面から長門・萩への広域な物流を支えること」「⑥事故が少なく安心し
て走れること」「②長門市中心部へのアクセス性が向上し、地場産業を支えること」「⑤長門地域の救急医療機関への安定搬送
が確保できること」という声が多い。



○対象者別には、大きな差異は認められない。

３．第２回意見聴取の結果（重視すべき事項）
２）対象者別の特性
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全体
住民 企業 道路利用者

（回答数:4,288人） （回答数:527人） （回答数:907人）

①　九州・下関方面から長門・萩への広域な物流を支えること（2,440件） 43% 44% 46% 36%

②　長門市中心部へのアクセス性が向上し、地場産業を支えること（1,787件） 31% 30% 36% 36%

③　九州・下関方面から長門・萩への広域な観光周遊性に優れること（2,577件） 45% 46% 34% 47%

④　センザキッチン等の長門市の観光拠点とのアクセス性に優れること（1,127件） 20% 18% 20% 28%

⑤　長門地域の救急医療機関への安定搬送が確保できること（1,622件） 28% 29% 23% 28%

⑥　事故が少なく安心して走れること（1,917件） 34% 33% 40% 31%

⑦　災害時の救援物資輸送など、長門市街地への地域支援に有効に機能すること（1,438件） 25% 25% 27% 23%

⑧　自然環境への影響が小さいこと（690件） 12% 12% 10% 12%

⑨　地域分断などが発生せず、生活環境への影響が少ないこと（575件） 10% 11% 10% 7%

⑩　移転等が必要な家屋が少ないこと（389件） 7% 7% 5% 5%

⑪　工事中の交通規制の影響が小さいこと（355件） 6% 6% 12% 3%

⑫　建設に要する費用が安いこと（699件） 12% 12% 10% 13%

⑬　その他（162件） 3% 3% 2% 4%

特に重視すべきと思われる項目（合計意見数15,778人）
（回答数:5,722人）

配
慮
す
べ
き
点

道
路
整
備
に
よ
る

効
果
・
改
善
点

重視すべき事項として回答数が多い項目

※意見数（アンケート回答者数6,256人の内、質問１の回収者数5,722人／延べ合計意見数15,778件:1人あたり最大意見数3件の回答であるため5,722人と一致しない）
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４．第２回意見聴取の結果

（属性別クロス集計）
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○住所別年齢は、萩市及び長門市では年齢構成に大きな偏りは無い。
○年齢別居住地は、長門市では20代と30代の回答率が高く、萩市では40代と60代の割合が高い。

４．アンケートクロス集計結果
１）属性分析①（住所別・年齢別）

【住所×年齢】

※住⺠アンケート及び道路利⽤者アンケートの集計結果
※企業アンケート（n=578）を除く

総回答者数 N=5,678

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

1%

0%

0%

0%

2%

3%

1%

2%

1%

0%

0%

2%

2%

15%

0%

2%

6%

7%

5%

4%

3%

4%

5%

5%

6%

15%

5%

6%

13%

13%

10%

12%

7%

18%

11%

15%

15%

33%

0%

13%

16%

17%

16%

14%

13%

13%

30%

18%

31%

18%

5%

17%

27%

23%

26%

27%

24%

18%

27%

31%

26%

16%

19%

25%

25%

25%

25%

25%

32%

35%

22%

24%

18%

3%

10%

25%

8%

9%

13%

12%

18%

5%

5%

3%

0%

0%

5%

9%

3%

3%

4%

5%

2%

7%

0%

1%

0%

0%

57%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

萩市

長門市（旧長門市）

長門市（旧三隅町）

長門市（旧日置町）

長門市（旧油谷町）

長門市（その他不明等）

美祢市

下関市

山口県内（その他）

山口県以外

その他（不明含む）

合計

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 不明

n=1,957

※企業154社除く

n=1,670

※企業153社除く

n=476

※企業33社除く

n=364

※企業12社除く

n=396

※企業22社除く

n=55

※企業3社除く

n=37

※企業6社除く

n=235

※企業35社除く

n=406

※企業91社除く

n=61

※企業68社除く

n=21

※企業1社除く

n=5,678

※企業578社除く

【年齢×住所】
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30%

33%

35%

33%
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34%

32%

35%

34%

40%

36%

36%

30%

29%

26%

30%

30%

31%

29%

7%

6%
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9%

12%

10%

8%
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7%

4%
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9%

9%

6%

7%

4%

3%

4%

5%

7%

9%

14%

5%

7%

0%

0%

1%

1%

1%

1%

1%

1%

2%

1%

40%

10%

12%

14%

18%

13%

10%

2%

3%

12%

0%

7%

3%

3%
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1%

0%

0%

0%

1%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

6%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

不明

合計

萩市 長門市（旧長門市） 長門市（旧三隅町）

長門市（旧日置町） 長門市（旧油谷町） 長門市（その他不明等）

山口県（その他） 山口県以外 その他（不明含む）

（n=15）

（n=121）

（n=326）

（n=712）

（n=968）

（n=1,442）

（n=1,403）

（n=503）

（n=188）

（n=5,678）

※住⺠アンケート及び道路利⽤者アンケートの集計結果
※企業アンケート（n=578）を除く

総回答者数 N=5,678



31%

16%

22%

13%

20%

17%

30%

36%

34%

25%

25%

25%

1%

2%

1%

0%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代～50代

60代以上

合計

ほぼ毎日 週2～3回 月2～3回 ほとんど利用しない 利用したことがない 無回答

（n=2,127）

（n=3,348）

（n=5,475）

36%

11%

21%

1%

0%

0%

25%

45%

37%

19%

14%

16%

14%

17%

15%

2%

6%

4%

4%

7%

5%

0%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代～50代

60代以上

合計

通勤 通学 家事・買い物 仕事 観光・レジャー 通院 その他 無回答

（n=1,568）

（n=2,493）

（n=3,991）

４．アンケートクロス集計結果
１）属性分析②（年齢別）

○年齢別利用頻度は、高齢になるほど利用頻度が低い。
○年齢別利用目的は20代～50代は通勤、60代以上は家事・買い物が高い。

【年齢×利⽤頻度】 【年齢×利⽤⽬的】

※住⺠アンケート及び道路利⽤者アンケートの集計結果
※10代（n=10）、不明（n=188）除く
※企業アンケート（n=578）を除く
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総回答者数 N=5,475 総回答者数 N=3,991

※住⺠アンケート及び道路利⽤者アンケートの集計結果
※10代（n=6）、不明（n=143）除く
※企業アンケート（n=578）を除く



ほぼ毎日

52%

週2～3回

31%

月2～3回

13%

ほとんど利用しない

3%

利用したことがない

0%

無回答

1%

回答者数

476件
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４．アンケートクロス集計結果
２）利用頻度・目的分析（住所別）

○住所別の利用頻度は、旧三隅町の利用頻度が高い。
○住所別利用目的は、全体では「家事・買い物」が最も多く、次いで「通勤」「観光・レジャー」となっており、旧萩市は「観光・レ
ジャー」が多くなっている。

【住所×利⽤頻度】

【全体】
【旧三隅町】【旧⻑⾨市】

【住所×利⽤⽬的（住⺠・道路利⽤者）】

【旧萩市】

※住⺠アンケートおよび道路利⽤者アンケートの集計結果
※企業アンケート（n=578）を除く

【全体】 【旧三隅町】【旧⻑⾨市】 【旧萩市】⽬的回答者数 N=4,140 ⽬的回答者数 N=1,524 ⽬的回答者数 N=453 ⽬的回答者数 N=1,174

ほぼ毎日

22%

週2～3回

17%

月2～3回

34%

ほとんど利用しない

24%

利用したことがない

2%

無回答

1%

回答者数

5,678件

ほぼ毎日

39%

週2～3回

27%

月2～3回

25%

ほとんど利用しない

7%

利用したことがない

1% 無回答

1%

回答者数

1,670件

ほぼ毎日

7%

週2～3回

8%

月2～3回

45%

ほとんど利用しない

37%

利用したことがない

2%

無回答

1%

回答者数

1,957件

1,539（37%）

872（21%）

633（15%）

650（16%）

226（5%）

181（4%）

19（0%）

20（0%）

0 500 1,000 1,500 2,000

家事・買い物

通勤

観光・レジャー

仕事

その他

通院

通学

無回答

633（42%）

429（28%）

243（16%）

71（5%）

70（5%）

60（4%）

12（1%）

6（0%）

0 100 200 300 400 500 600 700

家事・買い物

通勤

仕事

その他

観光・レジャー

通院

通学

無回答

225（50%）

148（33%）

45（10%）

18（4%）

10（2%）

4（1%）

1（0%）

2（0%）

0 100 200 300

家事・買い物

通勤

仕事

観光・レジャー

通院

その他

通学

無回答

342（29%）

322（27%）

239（20%）

121（10%）

84（7%）

59（5%）

3（0%）

4（0%）

0 100 200 300 400

観光・レジャー

家事・買い物

仕事

通勤

その他

通院

通学

無回答
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４．アンケートクロス集計結果
３）対策案検討時に重視すべき事項①（年代別）

○「②長門市中心部へのアクセス性が向上し、地場産業を支えること」「④センザキッチン等の長門市の観光拠点とのアクセス性に
優れること」は10代が「特に重視すべき」と回答している割合が高い。

① 九州・下関方面から長門・萩への広域な物流を支えること

③ 九州･下関方面から長門・萩への広域な観光周遊性に優れること

② 長門市中心部へのアクセス性が向上し、地場産業を支えること

④ センザキッチン等の長門市の観光拠点とのアクセス性に優れること
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４．アンケートクロス集計結果
３）対策案検討時に重視すべき事項①（年代別）

⑤ 長門地域の救急医療機関への安定搬送が確保できること

⑦ 災害時の救援物資輸送など、長門市街地への地域支援に有効に機能すること

⑥ 事故が少なく安心して走れること

⑧ 自然環境への影響が小さいこと
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４．アンケートクロス集計結果
３）対策案検討時に重視すべき事項①（年代別）

⑨ 地域分断などが発生せず、生活環境への影響が少ないこと

⑪ 工事中の交通規制の影響が小さいこと

⑩ 移転等が必要な家屋が少ないこと

⑫ 建設に要する費用が安いこと
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４．アンケートクロス集計結果
３）対策案検討時に重視すべき事項②（利用頻度別）

「①九州・下関方面から長門・萩への広域な物流を支えること」「③九州・下関方面から長門・萩への広域な観光周遊性に優れるこ
と」「⑥事故が少なく安心して走れること」は利用頻度が低い回答者でも、 他の項目に比べ「特に重視すべき」と答える割合が高
い。

① 九州・下関方面から長門・萩への広域な物流を支えること

③ 九州･下関方面から長門・萩への広域な観光周遊性に優れること

② 長門市中心部へのアクセス性が向上し、地場産業を支えること

④ センザキッチン等の長門市の観光拠点とのアクセス性に優れること
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４．アンケートクロス集計結果
３）対策案検討時に重視すべき事項②（利用頻度別）

⑤ 長門地域の救急医療機関への安定搬送が確保できること

⑦ 災害時の救援物資輸送など、長門市街地への地域支援に有効に機能すること

⑥ 事故が少なく安心して走れること

⑧ 自然環境への影響が小さいこと
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４．アンケートクロス集計結果
３）対策案検討時に重視すべき事項②（利用頻度別）

⑨ 地域分断などが発生せず、生活環境への影響が少ないこと

⑪ 工事中の交通規制の影響が小さいこと

⑩ 移転等が必要な家屋が少ないこと

⑫ 建設に要する費用が安いこと



26

４．アンケートクロス集計結果
３）対策案検討時に重視すべき事項③（住所別）

「①九州・下関方面から長門・萩への広域な物流を支えること」「③九州・下関方面から長門・萩への広域な観光周遊性に優れるこ
と」は三隅～長門が通過しない萩市の回答者でも、 他の項目に比べ「特に重視すべき」と答える割合が高い。

「① 九州・下関方面から長門・萩への広域な物流を支えること」

「③ 九州･下関方面から長門・萩への広域な観光周遊性に優れること」

「② 長門市中心部へのアクセス性が向上し、地場産業を支えること」

「④ センザキッチン等の長門市の観光拠点とのアクセス性に優れること」
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４．アンケートクロス集計結果
３）対策案検討時に重視すべき事項③（住所別）

「⑤ 長門地域の救急医療機関への安定搬送が確保できること」

「⑦ 災害時の救援物資輸送など、長門市街地への地域支援に有効に機能すること」

「⑥ 事故が少なく安心して走れること」

「⑧ 自然環境への影響が小さいこと」
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４．アンケートクロス集計結果
３）対策案検討時に重視すべき事項③（住所別）

「⑨ 地域分断などが発生せず、生活環境への影響が少ないこと」

「⑪ 工事中の交通規制の影響が小さいこと」

「⑩ 移転等が必要な家屋が少ないこと」

「⑫ 建設に要する費用が安いこと」


